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暑
あつ

い暑
あつ

い夏休
なつやす

みでしたが、楽
たの

しい思
おも

い出
で

はできましたか。心
こころ

に残
のこ

る本
ほん

との出会
で あ

いはありました

か。図書館
としょかん

には、新
あたら

しい本
ほん

がたくさん届
とど

きました。ぜひ図書館
としょかん

に来て、２学期
が っ き

も本
ほん

の世界
せ か い

を楽
たの

し

んでほしいと思
おも

います。 

新 し い 本 が 届 き ま し た 

「ちいさなハチドリのちいさないってき」（ウノサワ ケイスケ） 

大
おお

きなカミナリが落
お

ちて、動物
どうぶつ

たちの住
す

む大切
たいせつ

な森
もり

が大
おお

きな火事
か じ

に 

なりました。何
なに

かが飛
と

んでいます。小
ちい

さなハチドリが、小さなクチバ 

シで水を一
いっ

滴
てき

、一
いっ

滴
てき

運
はこ

んで、火事
か じ

を消
け

そうとしていたのです。 

 

「がっこうにまにあわない」（ザ・キャビンカンパニー） 

いそげ！いそげ！８時
じ

までに絶対
ぜったい

に学校
がっこう

に行
い

かなくちゃ！ 

７時
じ

４７分
ふん

、玄関
げんかん

を飛
と

び出
だ

して走
はし

りだしました。でも 

水
みず

たまりには人食
ひ と く

いワニがいそうだし・・・。 

 

 「一年一組 せんせいあのね」（鹿島和夫/選） 

小学校
しょうがっこう

の先生
せんせい

だった鹿島
か し ま

和夫
か ず お

さんは、１年生
ねんせい

との間
あいだ

で交換
こうかん

ノート 

「あのね帳
ちょう

」を始
はじ

めました。「にんげんはなんのためにいきているん 

ですか ぼくはたっぷりあそんでたのしむためだとおもいます」など 

子
こ

どもたちのまっすぐな言葉
こ と ば

が書
か

かれています。    

 

   大ピンチずかん（鈴木のりたけ） 

 のもうと思っていた牛 乳
ぎゅうにゅう

がこぼれた。ガムを 

のんでしまった。テープのはしがみつからない。 

ゲームの充電
じゅうでん

ができていない・・・。ピンチは 

何
なん

の前
まえ

ぶれもなくやってきます。ピンチに出
で

あう 

のをおそれるのではなく、どんなピンチがあるの 

かを知
し

っておくと、どんなピンチもこわくないの 

です。 

「えんぴつはだまってて」（あんずゆき） 

 ４年生
ねんせい

のエリカは学校
がっこう

のろうかで、えんぴつを拾
ひろ

いました。夜
よる

、へんな

声
こえ

がして目覚
め ざ

めると、見
み

たこともない生
い

きものがいました。えんぴつは、 

長
なが

い年月
ねんげつ

をへた道具
ど う ぐ

にやどる「つくも神
がみ

」だといいます。学校
がっこう

のテストで 

えんぴつが勝手
か っ て

に動
うご

き出
だ

し、エリカは満点
まんてん

を取
と

ることが出来
で き

ました。 

 

 

 

 

 



「はな とりかえっこ」（角野栄子） 

アラさんのくしゃみがとまりません。「このはな、 

どこかに捨
す

てちゃおうかしら」。そこへぶたさんが 

やってきて、「わたしのはなと、とりかえっこしま 

せん？」といいました。そこで・・・。 

 

  「そんなのうそだ！」（ジーン・メリル） 

「イヌのごうかな服
ふく

をうばいとってやろう！」さる 

とブタとキツネは、ほらばなしの勝負
しょうぶ

でイヌをだまそ

うとするのですが・・・。 

 

「へそまがりの魔女」（安東みきえ） 

暗
くら

い森
もり

に、年老
と し お

いた魔女
ま じ ょ

が住
す

んでいました。人ぎらいで 

へそまがりの魔女
ま じ ょ

のもとに、ひとりの少女
しょうじょ

が訪
たず

ねてきま

した。帰
かえ

るところがない少女
しょうじょ

は魔女
ま じ ょ

と暮
く

らし始
はじ

め、魔女
ま じ ょ

は、少女
しょうじょ

にいろいろなことを教
おし

えました。 

 

「だれもみえない教室で」（工藤純子） 

 小６のクラスで起
お

きた、ランドセルに金魚
きんぎょ

のエサが入れ 

られるという事件
じ け ん

。被害
ひ が い

を受
う

けた子
こ

も、エサを入れた子たち 

も、いじめが起
お

きた空気
く う き

を感
かん

じつつ声
こえ

をあげられなかった 

クラスメートも、そして、過去
か こ

に加害者
かがいしゃ

としていじめに加担
か た ん

 

した担任
たんにん

の先生
せんせい

も「いじめ」という現実
げんじつ

に向
む

き合
あ

っていきます。 

 

「海をわたる動物園」（いちかわけいこ） 

 １９５５年、大学生
だいがくせい

のシュンは、アフリカから日本
に ほ ん

へ帰
かえ

 

る途中
とちゅう

、動物
どうぶつ

たちを運
はこ

ぶ船
ふね

に偶然
ぐうぜん

乗
の

り合
あ

わせました。戦争
せんそう

 

で動物
どうぶつ

がいなくなった日本
に ほ ん

の動物
どうぶつ

園
えん

を再開
さいかい

するために船
ふね

で 

動物
どうぶつ

たちを運
はこ

んでいたのです。飼育員
しいくいん

が急 病
きゅうびょう

になり、シ 

ュンは、動物
どうぶつ

たちの世話
せ わ

を手伝
て つ だ

うことになるのですが。 

 

    雷のあとに（中山聖子） 

 主人公
しゅじんこう

の睦子
む つ こ

は、小学
しょうがく

５年生
ねんせい

。転校生
てんこうせい

の出現
しゅつげん

で友達
ともだち

関係
かんけい

に 

ゆれています。成績
せいせき

の良
よ

い兄
あに

と比
くら

べられたり、母親
ははおや

に叱
しか

られ 

たり、睦子
む つ こ

を包
つつ

み込
こ

んでくれていたハルおじさんとの死
し

に 

よる別
わか

れが訪
おとず

れたりと、家族
か ぞ く

関係
かんけい

にも気持
き も

ちが沈
しず

んでいます。 

そんなある日
ひ

、 雷
かみなり

による停電
ていでん

の中、ひとりで恐怖
きょうふ

にふるえる 

睦子
む つ こ

のもとに家族
か ぞ く

がかけつけてきます。 

 

 
 

 

 

 

 


